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621  ポルシェジャパン　株式会社

622  ルノー・ジャポン　株式会社
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631  フェラーリジャパン　株式会社
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635  ブレイントレーディング　株式会社

636  ピーシーアイ　株式会社
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638  マセラティジャパン　株式会社

639  株式会社　キャロッセ

641  マクラーレン　オートモーティブ　アジア　プライベート　リミテッド

642  スカニアジャパン　株式会社

643  エスシーアイ　株式会社

644  アストンマーティンジャパン　合同会社

647  ストリートスクーター・ジャパン　株式会社

700  株式会社　加藤製作所

701  株式会社　小松製作所

702  東邦車輛　株式会社

703  コベルコ建機　株式会社
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＜ 自動車メーカー・輸入業者からの受託業務の再資源化量等の実績 ＞

【2021年度の使用済自動車再資源化等の概要】

【期間】 2021年4月1日～2022年3月31日

◆ 再資源化等契約状況（2022年3月31日時点）

　エアバッグ類は、2.7千台（前年度3.3千台）を処理した。

　フロン類は、2.6千台（前年度3.2千台）を処理した。

契約者の氏名又は名称

　ASRは、2.9千台（前年度3.5千台）を処理した。重量にして0.8千トンであった。

契約締結年月日
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2021年度 再資源化等業務の実績
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品目 2021年度 （参考）2020年度

 フロン類  引取重量  CFC引取重量 1 kg 3 kg 

 HFC引取重量 583 kg 749 kg 

 合計引取重量 585 kg 752 kg 

 引取台数  CFCの引取台数 12 台 36 台 

 HFCの引取台数 2,586 台 3,213 台 

 合計引取台数 2,598 台 3,249 台 

 エアバッグ類  引取個数  回収個数 ※1 4,119 個 4,664 個 

 作動個数 ※2 13,306 個 16,506 個 

 合計個数 17,425 個 21,170 個 

 引取台数  回収台数 707 台 782 台 

 作動台数 1,942 台 2,419 台 

 一部回収／一部作動台数 44 台 56 台 

 合計台数 2,693 台 3,257 台 

 引取重量  引き取ったガス発生器の重量 2,427 kg 3,008 kg 

 ASR  引取台数  引き取った使用済自動車台数 2,938 台 3,517 台 

 引取重量  引き取ったASRの重量 791 t   895 t   

品目 2021年度 （参考）2020年度

 フロン類  引取重量  CFC引取重量 11 kg 14 kg 

 HFC引取重量 572 kg 717 kg 

 合計引取重量 583 kg 731 kg 

 引取台数  CFCの引取台数 118 台 210 台 

 HFCの引取台数 2,593 台 3,064 台 

 合計引取台数 2,711 台 3,274 台 

 エアバッグ類  引取個数  回収個数 ※1 2,849 個 3,448 個 

 作動個数 ※2 13,587 個 15,806 個 

 合計個数 16,436 個 19,254 個 

 引取台数  回収台数 669 台 766 台 

 作動台数 2,013 台 2,440 台 

 一部回収／一部作動台数 57 台 78 台 

 合計台数 2,739 台 3,284 台 

 引取重量  引き取ったガス発生器の重量 1,837 kg 2,268 kg 

 ASR  引取台数  引き取った使用済自動車台数 5,064 台 5,445 台 

 引取重量  引き取ったASRの重量 1,383 t   1,465 t   

項目

＜ 並行輸入車等の再資源化量等の実績 ＞

◆ 並行輸入車等の再資源化量

項目

　資金管理法人から払い渡しを受けた預託金総額は、9,163万円であったことから、78万円の赤字となった。

◆ 自動車メーカー・輸入業者からの受託業務の再資源化量

　これら三品目を処理するために要した費用は、9,241万円（前年度9,518万円）となった。

　フロン類は、2.7千台（前年度3.3千台）を処理した。

　エアバッグ類は、2.7千台（前年度3.3千台）を処理した。

　ASRは、5.1千台（前年度5.4千台）を処理した。重量にして1.4千トンであった。
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◆ 収支

品目 2021年度 （参考）2020年度

6,348,992 円 7,712,973 円 

4,989,106 円 6,042,325 円 

1,359,886 円 1,670,648 円 

12,312,289 円 14,414,535 円 

8,104,690 円 9,699,632 円 

4,207,599 円 4,714,903 円 

72,965,657 円 79,319,386 円 

79,312,687 円 79,433,611 円 

-6,347,030 円 -114,225 円 

91,626,938 円 101,446,894 円 

92,406,483 円 95,175,568 円 

-779,545 円 6,271,326 円 

品目 2021年度 （参考）2020年度

 エアバッグ類 4,264 kg 5,276 kg 

4,056 kg 5,033 kg 

95.1 %  95.4 %  

 ASR 2,174 t  2,361 t  

2,174 t  2,361 t  

78 t  77 t  

96.4 %  96.8 %  

以 上

　エアバッグ類の再資源化は、引き取ったガス発生器重量が4.3千kgであり、再資源化率は95.1%であった。　前年度の

　ASRの再資源化は、引き取ったASR重量が2.2千トンであり、再資源化率は96.4%であった。前年度の再資源化率96.8%

　再資源化率95.4%に対して、0.3ポイント減少し、基準値である85％を超える結果となった。

　に対して、0.4ポイント減少し、基準値である70%を超える結果となった。

＜ 再資源化の実施状況 ＞

項目

 フロン類  払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 再資源化等に要した費用の総額

 収支

 エアバッグ類

 ASR  払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 再資源化等に要した費用の総額

 収支

※4 ASR再資源化率 ＝

 ASRリサイクル施設で生じた当該ASR由来の排出残さ重量 ⑤

項目

◆ 再資源化率

 エアバッグ類再資源化率 ※3

※3 エアバッグ類再資源化率 ＝ 引取ガス発生器再利用重量(②) ／ 引取ガス発生器重量(①)

※1 車体からエアバッグを取り外して、インフレーターを回収し、再資源化施設にてリサイクルする方法

※2 車体に取り付けたままエアバッグを展開しリサイクルする方法

 引き取ったASRの重量 ③

 ASRリサイクル施設へ投入したASR重量 ④

 ASR再資源化率 ※4

 引き取ったガス発生器の重量 ①

 引き取ったガス発生器で再利用できる状態にした重量 ②

 払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 三品目合計  払い渡しを受けた再資源化等預託金の総額

 再資源化等に要した費用の総額

 収支

 破壊に要した費用の総額

 収支

リサイクル施設投入ASR重量(④) － 排出残さ重量(⑤)

引取ASR重量(③)
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